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コミュニケーションインフラ が
整備された、
 「魅力あるまち」へ。
磐梯町の総合計画では「自分たちの子や孫たちが暮らし続けたい魅力あるまちづくり」を�ビジョ

ンに掲げています。情報の伝達や共有を行うための体制やプロセスがしっかり整備され適切に運
用されていることは、�磐梯町が「魅力あるまち」であることの前提条件の一つです。行政のPR（広
報・広聴）やマーケティング活動は、総合計画を実行に移し成果を創っていく上で、その取り組
みや理念を人々に伝え、関心を促し、町の価値に触れていただくための重要な役割を持っていま
す。そのため、PR（広報・広聴）・マーケティング活動は、例えば以下のビジョンのように、コミュ
ニケーションの相手個々人に最適化され、迅速である必要があります。

町の職員は町民のみなさんが本当に欲しがっている情報を把
握しています。 必要な情報を必要な人に伝える時、 それがWEB
サイトや広報誌であっても、メッセージアプリであっても、 分
かりやすくシンプルな表現で正確に伝わっています。
町外の人には、磐梯町の魅力がしっかりと映り、彼らから磐
梯町の情報へはさまざまな手段でアクセスすることができます。
そして、これらの情報伝達や共有は可能な限り速やかに行わ
れており、最新の状態に保たれています。

私たちはこのようなビジョンを実現するため、まずは、この
戦略Ver1.0をまとめました。PR（広報・広聴）、マーケティン
グ活動の構築を、「町の内外の全ての磐梯町と関係し得る人々と
の、様々なコミュニケーションを積極的に行うためのインフラ
づくり」と定義し、その体制やプロセスの基盤整備を行うこと
を第一に始めていきます。

理想的なコミュニケーションの在り方
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磐梯町 PR・マーケティング戦略

PR（広報・広聴）・マーケティング組織
には、バージョンアップデートが必要
町民をはじめとした、磐梯町との情報のコミュニ

ケーションを行う人たちは、常に「最新の情報」を必
要としています。
したがって行政の顔である「PR・マーケティング部
門」も最新の状態である必要があります。しかし、そ
の行政組織自体は、必ずしも「最新の体制で最新の情

広報・マーケティング組織を
設立し、�既存の広報・マーケティ
ングチャンネルの整備を行いま
す。対象、すなわち「誰に情報
を届けるのか」を明確に定義し、
広報やマーケティングの目的を明
らかに分かりやすくします。�また
混同して用いられがちな「マーケ
ティング」や「広報」「PR」など
の言葉を明確に定義し、職員意
識や業務定義の統一化を図りま
す。

目に止まるデザイン、続
きが読みたくなる広報誌。
そんな広報のクォリティを
目指して、「誰でも」「簡単に」
クリエイティブ（PRや広報
などの活動の際、表現に用
いるデザイン等を指す）を
作成できる環境・システム
を導入します。�職員へのデ
ザイン研修や、広報文書作
成研修など各種研修を常時
行っていきます。

Ver1.0 ～は、行政として広報・マーケティングを行っていく上での基礎的な体制づくり

今回の戦略書に�該当するバージョン 次回の戦略書に�該当するバージョン（予定）

Ver.1.0
Ver.1.1

PR・マーケティングの
基盤整備

伝え方を工夫し、
質を高める

戦
略
の
主
な
骨
子

伝えるべき情報を把
握するために、職員は
各対象に調査を行うた
めの調査手法を身につ
け、実際に調査を行い
ます。
また、「サービスデザ
イン思考」に基づくワー
クショップなどを通じ
て、対象者に対する
洞察を深めます。

Ver.1.2
「伝えるべき情報」を
 しっかり詳しく知る

各バージョンで行うことは、前後のバージョンで行うことと関連し合っているため、必ずしもこの順番通りに進むわけではあ
りません。各バージョン間を行ったり来たりして�相互に影響し合いながら、徐々に全体像の構築へと繋がっていきます。

報を適切に届けられる状態にある」というわけではあ
りません。
そこで本戦略より、磐梯町ではPR・マーケティング

を扱う組織を設置し、スマートフォンやアプリのバージョ
ンの考え方を比喩的に用いて、常に自らのバージョンを
アップデートさせるという考えの下、取り組んでいきます。

※これらバージョン更新情報は予定のものです。開発状況や行政の状況により変更になる場合があります。

Ver1.0　PR・マーケティングの基盤整備　/　広報・マーケティング組織のバージョンアップデート
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広報の手段である「WEB
サイト」や「磐梯弘報」の
在り方や刷新を検討します。
特に「WEBサイト」に関

しては、情報のアーカイブ・
ハブになるべく、住民の行
政サービスのIT化や、磐梯
町のシステム更新などと連
動してリニューアルを行う
予定です。
またこの際に、町のロゴ
などブランディング要素の
リニューアルを併せて検討
します。

デジタルファーストを目
指し、PR（広報・広聴）、マー
ケティングの改善・運用に、
デジタルデータの活用を取
り入れます。いくつかのプ
ロジェクトを立ち上げ、��目
的から逆算した各目標（KPI）
を定義し、各計測ツールな
どを設置します。合わせて
データアナリストの配置を
検討し評価体制を整えます。
データの結果から導き出

されたプランにより、より良
いWEBサイトの運用など、
広報の運用に関してブラッ
シュアップを重ねます。

Ver2.0 以降の取り組みと
して以下を想定しています。

・ブランディングを
���意識したコミュニケー
���ションインフラづくり
・メディアミックス
・マーケティング活動
・磐梯町役場以外の人々
��や組織・団体との共創
・運用の質を落とさない
���ための取り組み

Ver.1.3
Ver.1.4 Ver.2.0

 WEBサイトの
リニューアルなど

データを基に
広報の精度を高める

現在のバージョン（Ver1.0 ～）の取り組みがひと段落したら、次の取り組みに向けてメジャーアップデートを
行います。次のバージョンはVer2.0 ～と表現します。

※重点的な戦略実行期間は2023年6月30日まで。ただし、期間経過後も常にアップデートを続けられる
　戦略・仕組み・組織作りを進めます。

Ver1.0　PR・マーケティングの基盤整備　/　広報・マーケティング組織のバージョンアップデート

2022.07～WEBサイト制作開始
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「今やらないことを決める」
ために必要なこと

物事を推し進めたい時、つい「あれも、こ
れも」と手を伸ばしてしまいがちです。
特に、なんらかの変革を行う際にはやるべ

きことは山ほどあるため、その傾向は強くな
ると言えるでしょう。

だからと言って、すべての事に手を出すこ
とは不可能です。
隣の人が「あれも、これも」と手を出して

いて、そのまた隣の人も「あれも、これも」
と手を出していては、当然のように現場は大
混乱に陥ります。�混乱に陥ると必然的に仕事
が増えてしまいます。

したがって、私たちは常に「今すべきこと」
に集中する必要があります。

しかし、「今すべきこと」を行おうとすると
「今やらないこと」も同時に決めなければいけ
ません。
目の前に「やれそうなこと」があるのに、「今、
それをやらない」と決意するのは、なかなか
勇気が必要です。

だからこそ、「今、それをやらない」と、しっ
かり意識して実行するためには、強い目的意
識やビジョンが必要です。

強い目的意識、�将来的に叶えたいビジョ
ン、�これらがメンバー間で相互に理解され、
共有されてこそ、��「今やるべきこと」に集中す
ることができ、�「今やらなくていいこと」を、
勇気を持ってやめることができるのです。

COLUMUN
-

01

Ver1.0　PR・マーケティングの基盤整備　/　COLUMN�01
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広
報
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

「PR」「広報・広聴」「マーケティング」「ブランディング」。
これらの言葉は、現在ではビジネスの現場だけでなく行政の現場
においても頻繁に用いられています。しかし、これらの言葉の定義
が曖昧なまま業務で用いられることによって、混乱を招いたり、最終
的な着地点が不明瞭になるなどの弊害も生まれています。
そこで本戦略バージョンでは、まず第一に磐梯町役場内において
共通認識を作り、確実な業務遂行を実現するために、これらの言葉
の定義の明確化を行います。

用語を定義する
Ver1.0　PR・マーケティングの基礎整備
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そ
の
他
の
関
連
用
語

関係人口
移住した定住人口ではなく、交流
人口にも該当しないが、磐梯町に
興味を持ち、さまざまな関わり方
をしてくださる人の総称。
例えば、地域にルーツを持つ人や、
過去に居住歴がある人、オンライ
ンで仕事に携わる人々を指す。

交流人口
観光などで磐梯町を訪れた
人々や、WEBサイトなどで磐
梯町の商品を一度買ってくだ
さった人など、一時的に関わ
りのある人々の総称。

「PR（広報・広聴）」「マーケティング」「ブランディング」それぞれの言

葉は、広範な意味を持つため、さまざまな文脈において語られ、使われるシー

ンによっては、同じ言葉でも異なる意味を持つことがあります。ここでは、

異なる意味が複数存在することによる混乱を回避するため、主要な活動を

表す用語を定義し、その役割や活動例も解説しています。

磐梯町が人々から理解と信頼を得て、良い関係を保つことを目指す活動

P u b l i c  R e l a t i o n s

磐梯町の魅力を、明らかにし、形づくる創造的な作業

・必要とされる情報をしっかり伝えること（広報活動）
・広聴機能も活用し人々の声を受け止め、「伝える」という片側通行ではなく、対話を行うこと
�・得られた情報などを元に、磐梯町行政組織にフィードバックを行うこと
・広報活動を通じて、組織の自己変革を行うこと
・これらの活動の結果、行政内部はもちろんのこと町民や町外の人々との信頼関係を作りだすこと　等

行政運営において、一般的には「広報」という用語がよく用いられますが、
ここでは、双方向かつ多元的なコミュニケーション活動を意識した「PR
＝Public�Relations」を親概念とし、その中に「広報＝伝える活動」「広
聴＝聴く活動」が含まれることとしました。またPRは「広告宣伝」の
ように使われることがありますが、ここではそのようには用いません。

・自前メディア（WEBサイト、SNSや LINE公式アカウント）の構築
・テレビなど既存メディアとの適切な関係性構築
・調査活動（アンケートやヒアリング）や広聴
・調査結果、広聴結果のフィードバック　　　等

・ブランドアイデンティティを形づくる�
・ブランドに信頼を得てファンを獲得する
・ブランドに価値を持たせる　　　　　　等

※出典：『関係人口』ポータルサイト　https://www.soumu.go.jp/kankeijinkou

・ロゴやキャッチコピーの作成
・中心的な価値を定義する
・継続的にメッセージを伝える　　等

定義

定義

役割

役割

具体例

具体例

ブランディング

用語の定義
まずは大前提から

ステークホルダー
日本語で利害関係者。磐梯町
に直接関係がある人や団体だ
けでなく、何らかの関係があ
る全ての対象を指す。

Ver1.0　PR・マーケティングの基盤整備　/　用語を定義する

PR（広報・広聴）

　　　例えば「自前メディア」の構築は
　　　マーケティングにも活用される場
合もあり、多くの具体的活動は全ての領
域と関連し合っています。

！



・標的となる市場を選んだり、市場そのものを創り出すこと
・その市場に含まれる競合との中で、市場ポジションを獲得すること
・顧客が求める価値を創り、顧客がその価値を得られるように情報を届けること
・顧客を獲得し、育成や教育を行うこと　・各種データを分析しより効果的な活動を行うこと　など

定義

役割

具体例

具体例

具体例
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磐梯町の魅力的な商品・サービスが売れるための仕組みづくり

磐梯町の商品やサービスを、テレビや雑誌、新聞などの
媒体（メディア）に有料で掲載することで、人々へ周知する活動。

顧客の購買のきっかけを作ったり、購買意欲を促すための活動。

・ふるさと納税の運営
・町内商工会などとのタイアップ事業
・地域振興券事業　　等　

・TV広告
・新聞広告
・インターネット広告　などへ出稿　等

・クーポンや割引
・ポイント制度
・期間限定キャンペーン

広告

販売促進
（SP※）

具体例

インターネットや IT 技術を駆使して行うマーケティング手法。
マーケティングの結果が数値で取得できるため、
分析し次の改善施策に繋げることができる。

・Google アナリティクスの活用
・AIによるWEB広告配信
・ダイレクトマーケティング

デジタル
マーケティング

現在、インターネットに存在するページを表す言葉として主に「ホームページ」と「WEBサイト」の２つの言葉が
使われています。「ホームページ」は、そのサイトの中の「ホーム」のページを表すためにも使われる言葉です。そ
のため誤用を招く場合もあります。一方「WEBサイト」は、海外でも一般的に使用される呼び方です。したがって、
誤用も招かず、ワールドスタンダードな「WEBサイト」を、これからの戦略では用いることとします。

「ホームページ」ではなく、「WEB サイト」と呼ぶ理由

・カタログ
・セット販売

マーケティングに含まれる活動

Ver1.0　PR・マーケティングの基盤整備　/　用語を定義する

マーケティング

※SP：Sales�Promotion
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漫画で学ぶ！用語の定義

Ver1.0　PR・マーケティングの基盤整備　/　用語を定義する

※↓出典：『関係人口』ポータルサイト　https://www.soumu.go.jp/kankeijinkou



11Ver1.0　PR・マーケティングの基盤整備　/　用語を定義する
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用語の定義は、
文脈によって変わる
これまで「PR（広報・広聴）」や「マーケ
ティング」などの用語を磐梯町ではどのよう
に定義するかについて解説しました。
これらの用語については、インターネット
で調べてみると、様々な定義や解説を見つ
けることができます。
また学術的にも様々な言葉で表現されてい
ます。
例えば、マーケティングの大家であるコト

ラーは、マーケティングのことを「どのよう
な価値を提供すればターゲット市場のニー
ズを満たせるかを探り、その価値を生み出
し、顧客に届け、そこから利益を上げること」
と表現しています。一方ドラッカーはマーケ
ティングのことを、「マーケティングの理想
は、販売を不要なものにすることである」と
表現しています。

このように、それぞれの用語には広範な意
味が含まれている上に、用いられ方も様々な
ため、「一体何が正しいのか」と、その定義を
めぐって頭が混乱してしまう場合もあります。

COLUMUN
-

02

さらに、もし定義が曖昧だと、チーム内で
の共通認識が異なる状態を作り出してしま
い、結果的に庁内のチームワークに弊害をも
たらしたり、町民や町外の情報を必要として
いる人に対して適切な情報が届かなくなった
りする可能性もあります。

「正しい定義とは？」といった疑問に対し
て答え、弊害を回避するためには、用語をしっ
かりと定義して運用することが大切です。

その際、効果的に運用できる定義を行う
ためには、今自治体が挑戦しようとしている
課題や、その用語が戦略の中で果たす役割
など、全体的な文脈をまずは紐解く必要が
あります。
その上で定義された用語にこそ、意味が

あるのです。

Ver1.0　PR・マーケティングの基盤整備　/　COLUMN�02

※1

※1�出典：『コトラーのマーケティング・マネジメント　ミレニアム版』
������ピアソンエデュケーション�著者：フィリップ・コトラー

※2�出典：『2019-2020年度版�広報・PR概説』
������公益社団法人　日本パブリックリレーションズ協会�編

※2
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役
場
職
員
へ

町
民
へ

町
外
の
人
々
へ

本戦略では、基本的に行政の情報がしっかり必要な人に届くことが第
一義であるため、まずPR戦略を優先的に進めていきます。
「必要な人に必要な情報を届ける」ための第一歩として、PR活動の対
象をまずはしっかりと定めていきます。
※マーケティングの対象の定義に関しては、別のバージョンにて行います

PR（広報・広聴）対象の定義
Ver1.0　PR・マーケティングの基礎整備



磐梯町 PR・マーケティング戦略
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※戦略実行が進んだ際には、上記の分類だけでなく、年齢や住んでいる地域など、さらに対
象を細分化し、細分化された対象に応じたPR（広報・広聴）業務を追求していきます。

磐梯町が人々から理解と信頼を得て、�良い関係を保つことを目指す活動

町外向けの広報が、町民の心に刺さることも！

PR（広報・
広聴）と

は？

磐梯町はPR（広報・広聴）の対象を、以下の通り「役場職員」「町民」「町外の人々」の大きく３つの分類に
分けて定義します。各対象毎に異なる施策や業務フローを作ることを念頭に置き分類します。

「PR（広報・広聴）」活動の対象とは？

対象が異なれば、届ける内容も異なる

PR（広報・広聴）活動の対象となる人々の主な分類

役場職員 町民 町外の人々

詳
細

・役場の職員として働いている
人々

・有権者としての町民
・有権者ではない町民（こども）
・町内の事業者　　等

・関係人口、交流人口となりえる
  人々
・メディア関係者
・行政関係者　　　　　等

現
在
の
P
R
チ
ャ
ン
ネ
ル

・佐藤町長のブログ
・メール
・庁内回覧文書　　　　　等

・磐梯町公式WEBサイト
・磐梯弘報　・行政区回覧文書
・磐梯町LINE公式アカウント
・各SNSチャンネル
（Facebook,Instagramなど）等

・PR Times
・磐梯町公式WEBサイト 
・磐梯町LINE公式アカウント 
・各SNSチャンネル
・TV取材　　　　　等

上記では、PR（広報・広聴）の各対象と、その対象毎に用いられているPRチャンネルを分類
しましたが、実はそれぞれの活動は関連し合っています。例えば、何か社会的なネタとなるよう
な出来事が起こった際に取材などを積極的にしてもらえるよう、テレビなどメディアとの関係性を
作ることを「メディア・リレーションズ」と呼びPR活動の一つとされています。それは一見する
と町民とは関係の無い広報活動のようですが、もし磐梯町がメディア・リレーションズ活動の結果、
取材を受け、テレビに取り上げられたりすると、町民の行政への興味・関心は一気に高まる場合
があります。このように、各PR（広報・広聴）活動は、互いに関連し影響し合っていると言えます。
そのため、各広報活動やメディアが連動しながら運営されていることはとても大切です。

Ver1.0　PR・マーケティングの基盤整備　/　PR（広報・広聴）対象の定義
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「PR（広報・広聴）」
チャンネルの精査

役場職員への内部広報手段の検討

磐梯町の運営する広報チャンネルは多数
存在しており、必ずしも届けるべき人に適切
な情報が届いているとは言えない状況です。
そこで、まずは最低限必要なチャンネルのみ
に絞るよう精査を行います。

それぞれのアカウントについて、
「なんのためのアカウントか」を以下を基準にしっ
かり定義し、最低限必要なアカウントで最適な運用
を行います。

①そのアカウントが対象とする人々
②そのアカウントの果たすべき役割・目的

※この他、オフラインの広報チャンネルも精査の対象とします

広報活動は「役場外」の人々だけを対象とするのではなく、先のページの表にあるように「役場内」
の人々、つまり役場職員なども対象とします。職員全体の意思統一を図り、職員同士の相互理
解を促し、今まで以上に良い関係を庁内に作り出すために、回覧ネットワークだけでなく、様々
な内部広報手段を検討します。今読んでいただいているこの戦略誌面も役場内広報の一環です。

磐梯町WEBサイト
ばんだい宝ラボWEBサイト

磐梯町公式チャンネル

磐梯町公式 LINELOVE♡ LOVE ばんだい 磐梯町役場 Instagram

磐梯町公式 note
ばんだい宝ラボ note

磐梯町役場

磐梯町公式 Twitter

WEBサイト

現在磐梯町で運用しているインターネット上のアカウント

YouTube

LINEFB グループ Instagram

noteFB ページ

Twitter

庁内広報
手段の例

・庁内広報誌
・庁内SNSなどのコミュニケーションチャンネル
・メディア掲載報告　　　　　　　　　　　　　　　　　等

併せて行う

Ver1.0　PR・マーケティングの基盤整備　/　PR（広報・広聴）対象の定義
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漫画で学ぶ！対象の定義
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このようにメディアを分類することにより、
目的に対する必要なメディアの選択や、情報
の流れを全体的に見て判断し構築することが
できるようになります。
従来では、PR活動を行う際には主にアー

ンドメディアを対象に活動することが多かっ
たのですが、昨今では生活者によるクチコミ
を主とするシェアードメディアも意識した活

メディアの
分類方法の
「PESO」って何？

テレビやインターネットなど様々なメディ
アが存在していますが、メディアは分かり
やすく分類することができます。
数ある分類方法のうち、ここでは「PESO

（ペソ）モデル」を紹介しましょう。
「PESO モデル」とは P（Paid�Media/
ペイドメディア）、E（Earned�Media/アー
ンドメディア）、S（Shared�Media/シェアー
ドメディア）、O（Owned�Media/ オウンド
メディア）のそれぞれの頭文字を取ったも
のです。それぞれの意味や、具体的にどう
いうメディアを指すのかについてまとめた
ものが以下の表です。

動が必要とされています。
その際、鍵となるのはオウンドメディア
の存在です。自社が管理しコントロールで
きるメディアだからこそ、他のメディアと
の関連性の中で最適な発信をすることが求
められます。成功すればバランスの取れた
発信になりますし、失敗するとレピュテー
ション（評判）を下げる原因にもなり得ます。

Paid
・TVCM
・インターネット広告
・ラジオ広告
・新聞広告、折り込みチラシ

Earned
・メディアからの取材、掲載
・ブログサイトやインフルエンサーの
SNSなどへ掲載

Owned
・コーポレートサイト（自社サイト）�
・自社運営のブログ
・企業公式 SNS・LINE 公式アカウント
・ニュースレター（メルマガ）

Shared
・各 SNS（Twitter、Instagram、
��Facebook など）
・クチコミサイト、レビューサイト

COLUMUN
-
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記者やインフルエンサーとの
関係の中で 獲得するメディア

広告など
有料で掲載するメディア

自分たちの組織が
運営するメディア

生活者が
自由に使うメディア
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横
断
型
組
織

Ｐ
Ｒ
推
進
員

「PR（広報・広聴）」「マーケティング」などを着実に進めていく上では、
推進体制の存在が欠かせません。今回のバージョンでは、これらの
活動を扱う推進体制・推進員の設置や、推進体制内における業務フ
ローの検討などを行います。

推進体制をつくる
Ver1.0　PR・マーケティングの基礎整備



磐梯町 PR・マーケティング戦略
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デジタル活用推進員が
各課の「PR」「マーケティング」を担います
磐梯町はPR（広報・広聴）を、「磐梯町が人々

から理解と信頼を得て、良い関係を保つことを目
指す活動。」と定義しました。磐梯町は、各課が行
う活動をしっかりと町民へ伝え、彼らの声を拾い上
げ、常に自己改革を行い、信頼を獲得していきます。
このことを実現するためには、各課の職員それ
ぞれがPRについて理解し、実務に取り組んでい
る必要があります。

現在設置されているデジタル
活用推進員が、PR推進員を
兼任する。

町長 副町長

会計管理者

総務課

総務係

デジタル変革
戦略室

デジタル変革
戦略室

最高デジタル
責任者

財政管財係

税務係

戸籍係

政策係

保健福祉センター

生活環境係

農林係

商工観光係

上下水道係

保健福祉係

建設係

出納係

政策課

町民課

農林課

商工観光課

建設課

会計室

横断型組織

そのため、まずはデジタル変革の推進を各課
で行っているデジタル活用推進員に、各課の
「PR」「マーケティング活動」に取り組んでいた
だきます。
将来的には、より情報伝達が早く適切に行われ、

効果的に知見を共有し合うための「各課横断型の
組織づくり」を検討します。

Ver1.0　PR・マーケティングの基盤整備る　/　推進体制をつくる

教育委員会
議会事務局

連携
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情報発信業務フローの
再構築を検討します
磐梯町からの情報発信の流れを考えた時に、現在は各課の
判断に委ねられ、その情報の量と質のコントロールがされて
いない状況です。
今後は、磐梯町から�の情報発信における指針が存在し、明
確な指揮系統の下行われるよう、情報発信業務フローの再構
築を検討していきます。

庁内向け・町民向け、町外向けそれぞれの
PR・マーケティング専門員を配置
PR（広報・広聴）やマーケティングの専門知識を持
つ専門員を2名配置します。この専門員同士は、各取り
組みによって相乗効果を得られるよう共に手を取り合い
協力し、町役場からの発信が場当たり的なものならない
よう統制を行います。

情報発信指針の作成

情報発信フロー

「どのような情報を発信する必要があるのか」、さまざ
まな情報の中から、発信が必要な情報を現場レベルで明
確に判断できるよう、情報発信における指針の作成を検
討します。また情報発信時におけるコンプライアンスに関
しても、その指針を定めるよう検討します。

情報を発信するに至るまでの流れ（広報文章作成、デ
ザイン描画、確認、承認、など）を、一連のフローとし
て作成します。

Ver1.0　PR・マーケティングの基盤整備　/　推進体制をつくる
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「磐梯町公式WEBサイト」のバナーであっ
たり、「磐梯弘報」のレイアウトであったり、
デザインを行うことが苦手な人にとって、こ
れらの作業は大変なもののように感じている
かもしれません。
確かに、「デザインとはセンスのある人が

行うもの」と一般的には考えられていますし、
ある意味でそれは間違いではありません。
そして「センス」という言葉は、目に見え

なく漠然としていて改善することが難しいも
の、という印象をデザインに苦手意識を持つ
人に対してどうしても与えてしまいがちです。
しかし、デザインは、そんな苦手意識とは
裏腹に、実は分かりやすく説明することがで
きるのです。

グラフィックデザインは、
結構理屈で説明できる

「タイポグラフィ」「導線設計」「シンメト
リー」「モチーフの反復」「美しく見える分割
の割合」などなど、デザインはルールやセオ
リーとして理屈である程度説明できてしまい
ます。
つまり、その理屈さえ覚えたらある程度綺
麗なものが誰でも作ることができる、と言う
ことです。
あとは簡単にデザインを描画するツールさ

え揃えば、伝わるデザインが徐々に作ってい
けるようになります。
次回のバージョンでは、「センス」という曖

昧で捉えがたい領域に一歩踏み込んで、一つ
一つ確実な形に変えていけるよう、戦略を述
べていく予定です。

COLUMUN
-
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Ver1.1
アップデート
予定
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もっと伝わりやすいデザインや文章を作るために私たち自身がアップ
デートすること。そのためには、環境やシステムの導入だけでなく、職
員のデザイン研修や文章作成の研修などが必要です。
「読みやすい・分かりやすい」「伝わる」、そんな広報へアップデート
された磐梯町の未来の広報にご期待ください。

伝え方を工夫し、質を高める。
次回は、Ver1.1へのアップデートを予定しています

次のバージョンでは、併
せて現在の Ver1.0 のバ
グ修正（より良い改善や、
戦略の変更を含む）を行
う場合もあります。
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